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研究成果の概要（和文）：本研究は、[１]日本における文選学研究成果の整理。[２]九条本、冷泉家本を中心とする旧
鈔本本文の翻刻と書入注の整理。[３]文選集注及び周辺文献の研究。[４]国外文選学者との共同研究。という四つの研
究テーマに分けて調査及び研究を行った。具体的には、以下の研究成果が得られた。①『1993年～2011年日本学者文選
研究成果索引』（電子版）を編纂し、国内外の学者に配布した。②日本現存の旧鈔本文選資料を取り上げ、本文の翻字
及び書入注の整理を行った。③『集注文選』の本文研究を行い、現存する巻帙に見える唐代各注本の原型を推定した。
④来日中の海外学者を招聘し、広島大学所蔵の文選資料を巡って共同研究を行った。

研究成果の概要（英文）：This study is based on meticulous research in accordance with the following four 
study themes: 1) arranging of research results record on WenXuanstudy in Japan, 2) reprinting the texts 
of old Chinese manuscripts focusing on　Kujyo-Bon and Reizenke-Bon and also sorting out their annotation, 
3) reviewing WenXuan Shuchu and related literature, and 4) conducting collaborative research with overall 
overseas and domestic academics on WenXuan. In concrete terms, major research results are as follows: 1) 
Compiling “the 1993-2011 WENXUAN Research Results Index by Japanese scholars” (digital version) and 
circulating it to overseas and domestic academics. 2) Referring to the existing old Chinese WenXuan 
manuscripts in Japan, transliterating the texts and sorting out their annotation.
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１．研究開始当初の背景 
平安の才女清少納言の『枕草子』に、「文は
文集、文選新賦、史記五帝本紀、願文、表、
博士の申文」（第 211 段 池田亀鑑校訂岩波文
庫本）と記されているように、中国南朝梁の
太子である蕭統（501―531）が編纂した『文
選』は、長らく東アジア諸国の知識人層の最
も根本的な典籍として尊重されてきた。聖徳
太子の「十七条憲法」の出典でもある『文選』
は、東アジア諸国の文学のみならず、時代と
社会を超え、国家の政治制度の運営から、知
識人の美意識にまで深く浸透した重要な書
物であることが明らかである。また、近年、
申洪哲氏「文選の韓国伝来及びその流行につ
いて」（『中国語文学』第 8輯〔文選特輯号〕、
1984 年）、呉暁峰・陳復興氏ら『文選銭氏学
研究』（吉林大学出版社、2004 年）、小尾郊一
氏『沈思と翰藻『文選』の研究』（研文出版、
2001 年）などの日中韓の学者たちの研究によ
って、『文選』は、広く東アジア全域の文化
交流史の上で、根源的な影響を与えた存在で
あったことが改めて浮き彫りになってきた
のである。 
 しかし一方、現在の文選学研究は、すでに
低調期に入ったのも事実である。その原因に
ついては、早くは清水凱夫氏が、『新文選学
「文選」の新研究』（研文出版、1999 年）に
言及されているように、従来の「文選学」は、
あくまで「個々の収録作品の注釈・訓詁に重
点を置き過ぎた」学問であったため、視野の
狭隘化を免れ得なかったのである。これから
の研究の重心は、『文選』という書物自体の
本質の究明及びその伝承史に関する俯瞰的
な研究に移らねばならないのである。また、
こうした問題意識が中国においても共通で
あること、2010 年５月、中国文選学会の会長
である許逸民氏は、「『新文選学』界説」とい
う論文（『鄭州大学学報哲学社会科学版』2010
年第 3期）を発表し、学会の総力を上げて衆
知を集め、「新文選学」の構築が喫緊の課題
である。 
２．研究の目的 
本研究は、東アジア文化圏の成立経緯を究明
する際、最も重視すべき「東アジア文選学史
の成立及び日中独自文選学の形成」を研究課
題とし、日本に現存する旧鈔本・和刻本など
の文選資料群を研究資料とし、日中を中心と
する東アジア諸国における文選学の変貌及
び受容史に対する総合的な研究を行うもの
である。本研究の基盤には、申請者がこれま
で日中両国の学会及び学術雑誌に発表した
一連の研究成果がある。今回の研究では、日
中両国の学者が共同提唱する「新文選学」の
更なる発展を中核に据えながらも、視野を広
め、日中文化史における異なる「文選学」の
内実を追究すると同時に、その背景における
両国の文学観ないし文化観の異同を明らか
にする。 
 
３．研究の方法 

本研究は、日本に現存する文選旧鈔本を基礎
資料とし、平成 24 年度から平成 26 年度に渡
って、〔１〕旧鈔本文選周辺資料の整理と研
究。〔２〕九条本を中心とする文選旧鈔本の
本文及び書き入れ注の整理と翻刻。〔３〕文
選集注の成書背景と編纂経緯に関する研究。
〔４〕国内外の学者を招聘し、共同研究を行
う。という四つの課題に分けて調査及び研究
を行った。 
４．研究成果 
具体的に以下のような成果を得られた。①従
来整理されていなかった九条本文選の本文
及び書き入れ注を整理して翻刻し、その一部
を公刊した。なお、未公刊のものに関しては、
これから可能な限りに引き続き順次公開し
てゆく。②新資料を発掘し、従来解明されて
いなかった集注文選（重要文化財）の成書背
景及び編纂経緯に関する独自の仮説を提出
した。また、日本における独自の文選学の構
築とその思想背景に関しても新たな説を提
出した。③日本旧鈔本資料に基づき、隋唐文
選学の形成と展開に関する仮説を提出した。
なお、②③に関する研究論文は、中国古典文
学の権威誌である『文学遺産』（中国社会科
学院文学研究所主編）や『域外漢籍研究集刊』
（中華書局）に採用され、一定の評価を得ら
れた。④海外の学者と連携し、広島大学所蔵
の文選資料を中心として共同研究を行った。
また、共同研究の成果として学術講演及び論
文を公刊した。⑤テレビや新聞などのマスメ
ディアと協力し、本研究によって取得した研
究成果の社会還元を努力した。 
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